
 

 

 

勤労感謝の日は、国民の休日の一つで、「勤労を 

尊び、生産を祝い、国民が互いに感謝し合う」

との趣旨で 1948 年に制定されました。校内

でも、担任や教科担当者以外にも様々な職員

が子どもたちの安心安全な学校生活のため、

様々なことを行っています。日頃の感謝の気

持ちを込めて、その一部を紹介します。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学部の廊下に掲示されている小学部６年藤田大

輝さんの「バラエティ日記」。今回は、２０年後をイ

メージした「未来日記」でした。将来こうあったらい

いな。こんなこともしたいなといった夢がたくさん詰

まっていました。みなさんの未来日記は、どんな日記

になりますか。秋の夜長、夢を沢山語りたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 9 日（水）に小学部が、11 月 15 日（火）

に中学部が、それぞれの農園でさつまいもの収穫をし

ました。土に隠れている芋の大きさに期待を膨らませ、

協力しながら活動しました。共通の楽しい目的と協働

作業のおかげで自然と会話も弾み、いろいろな人と関

わりながら楽しい収穫となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
諫早東特別支援学校 学校だより 第12号 （令和４年１1月22日発行）              

東っ子通信 

う 

 

E：笑顔の自分を探そう 

A：安心安全な学校 

S：信じよう！！自分の可能性  

T：互いを認め合い共に学び合う仲間たち 

 

“T 互いを認め合い共に学び合う仲間たち” 

 

“A 安心安全な学校 ” 

木の剪定や教室網戸の

補修をする事務職員 

給食配膳をする調理職員 校内のいたるところを

清掃する介助補助員 

早朝から除草や教材作成、授業の事前準備をするベテラン教諭 ※東っ子通信はホームページでもご覧いただけます。 

【小学部】 

【中学部】 


